
色
と
り
ど
り
の

い
こ
の
頃
で
す
。

町
会
員
の
皆
様
日

び
申
し
上
げ
ま
す

日

頃

よ

り

町

会

に

引

き

て

を

り

御

礼

申

し

上

げ

ま

生

!

の

出

来

事

一
言
っ
て
も
三
月
十
一
日
一
き
た
東
日
本
大

し
た
。
日
本
中
を
大
激
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
一

年
以
上
た
ち
ま
す
が
犠
者
の
援
助
や
霞
興
が
い
生

だ
進
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。
日
本
亦
十
字
は
じ
め
関
山

外
か
ら
大
き
な
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
当
町
会
で
七

四
月
に
は
募
金
活
動
、
正
月
に
は
光
線
守
獄
と

町
会
有
志
に
よ
る
い
わ
き
市
久
の
浜
に
炊
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
。
九
月

本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
大
観
音
盆
踊
り
を

の
ご
協
力
を
頂
き
M

に
も
増
し
て
盛
大

と

が

で

き

ま

し

三

。

く

の

の

ご

協

力

援
金
が

1
4
0
、

り

ま

し

5蓬言
葉来季
喜町委

主だ委
案よ業

まりま
dZも町、~三争終剖昏争終

第八

町
会
活
動
の

つ
い
て

町
会
長

咲
き
木
々
の
緑
が
う

々
ご
健
勝
の
こ
と
と

1
7
8
円

7月 25日24 

し

く
十
月
に
は
い
わ
き
市
久
の
浜
行
き
被
災
者
に

望
の
品
々
を
お
届
け
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
参
り
ま
し
た
。

十
月
、
十
二
町
会
連
合
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
向
丘

連
合
ま
つ
り
」
大
運
動
会
が
向
丘
高
校
に
お
い
て
初

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
で
し
た
が
多
く
の

方
々
の
参
加
が
あ
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
十
月
に
は
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
会
員

の
皆
憾
に
は
ご
家
族
で
参
加
し
楽
し
ん
で
頂
き
た
い

と
患
い
ま
す
。
十
二
月
に
は
議
末
夜
警
を
多
く
の

方
々
の
協
力
を
頂
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
に
入
り
、
す
で
に
皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
首

都
痘
ド
地
震
の
心
配
が
さ
か
ん
に
報
道
さ
れ
ま
し
た

三
月
九
日
の
讃
資
新
聞
の
一
面
に
は
首
都
闘
の
「
震

度
7
」
の
震
災
地
域
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
閤
月
の

定
例
会
で
は
防
災
部
を
中
心
に
訪
災
対
策
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
さ
っ
そ
く
防
災
対
策

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
、
今
あ
る

防
災
倉
庫
で
は
備
蓄
が
充
分
で
は
な
い
た
め
、
防
災

犠
品
倉
庫
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
常
瑞
寺

織
の
ご
協
力
を
得
て
、
北
部
常
瑞
寺
様
横
の
私
選
に
、

二
棟
の
設
置
を
実
擁
し
ま
し
た
。
町
会
の
皆
様
に
防

災
に
お
役
に
立
つ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
協
力
を
頂

き
収
集
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
昨
年
ま
で
月
一
自
の
例
会
は
役
員
会
と
し

て
の
会
合
で
あ
り
ま
し
た
が
、
町
会
員
の
皆
様
が
参

加
で
き
る
会
に
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
町
会
員
の

様
の
参
加
に
よ
り
よ
り
良
い
町
会
に
し
い
と

て
り
ま
す
。

防災倉庫新設され

母
の
日
や
海
と
い
う
字
に
母
の
居
て
井
上
海
月
子

自

椿

一

輪

で

足

る

備

前

焼

津

田

し

ず

み

そ
っ
と
来
て
そ
っ
と
去
り
ゆ
く
春
の
雨
森
ゆ
か
り

お
お
ぞ
ら

大
留
の
秘
密
見
て
来
て
凧
お
ろ
す

小
野
み
ど
り

てコ

花
移
り
山
同
級
溢
れ
け
り

半
傑
は
浅
黄
に
替
え
て
衣
吏

津
久
井
た
か
を

池
田
南
北



町
内
探
訪

(
7
)
勝
林
寺
の
こ
と
そ
の

の
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
口
年
か

ら
昭
和

U
年
の
間
の
節
々
の
ハ
年
分
の
道
路
計
画

図
で
、
こ
の
資
料
は
小
野
道
路
課
長
も
初
見
と
か
。

こ
の
中
で
、
右
上
閣
の
動
坂
通
り
、
日
医
大
通
り
、

本
郷
通
り
の
道
幅
の
画
を
参
考
ま
で
メ
モ
し
ま
し

ん
で
仕
舞
っ
た
の
は
、
盛
隆
を
極
め
る
江

岡
山
探
し
の
知
恵
が
少
し
で
き
た
た
め
で
、
一
冗

あ
る
最
も
古
い
地
図
は
文
政
元
年
(
1
8
1
8
)

の
も
の
で
す
。

りと

前
号
の
拙
文

を
示
し
て
い
が
き

こ
と
に
、
光
源
寺
内

え
ら
れ
、
「
本
郷
の
学

こ
の
こ
と
は
、
役
目

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し

題
の
「
蓬
莱
町
周
辺
の
道

の
た
め
、
一
一
一
の
鴎
を
掲

さ
て
お
き
、

と
勝
林
寺
」
の

し
ま
し
。

昭

和

5

年

昭

和

2

1

年

動

坂

通

り

1

5

m

4

0

m

日

一

阪

大

通

り

1

5

m

5

0

m

水

郷

通

り

2

7

m

5

0

m

(
注
)
昭
和
5
年
は
東
京
都
都
市
計
画
問
(
震
災

復
興
事
業
毘
)
。
昭
和
れ
年
は
復
興
都
市
計
画
一
覧

図
。
な
お
、
昭
和
7
年
本
郷
…
込
地
籍
図
に
よ
れ
ば
全

年
の
動
坂
通
り
の
一
暢
は
5
.
5
m
(
参
考
大
観
音

通
り
1
1
m
)

図
は
、
文
区
砂
中
央
国
書
館
蔵
の
昭
和

年
本
郷
区
凶
、
下
関
も
全
館
所
蔵
の
昭
和
十
年

郷
区
N
0
.

日
図
か
ら
引
用
し
ま
し
た
。
左
上
の

凶
は
、
小
野
道
路
課
長
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
、
日

医
大
通
り
の
拡
張
工
事
の
道
路
供
用
開
始
時
と
悶
道

と
の
関
係
を
略
図
化
し
た
も
の
で
す
。

右
上
限
は
正
に
、
勝
林
寺
が
染
井
へ
移
転
し
た
年

の
も
の
で
、
根
津
一
袋
内
販
か
ら
日
医
大
前
が
、
昭
和

日
年
か
ら
昭
和
げ
年
に
は
工
事
が
完
了
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
道
の
先
は
点
線
で
勝

林
寺
か
ら
現
向
丘
一
丁
自
、
旧
追
分
町
を
抜
け
、
丸

山
新
町
わ
き
の
通
称
お
七
坂
を
通
り
指
ヶ
谷
町
(
自

山
通
り
)
に
出
て
い
ま
す
。
な
お
、
日
を
動
坂
通
り

の
方
に
移
す
と
、
新
道
通
り
に
も
点
線
あ
り
、
動

り

の

延

長

拡

張

計

画

対

象

で

あ

っ

わ

昭
和
れ
年
の
計
両
は
、
戦
後
の
ド
サ
ク
サ
の
中
の

も
の
で
す
が
、
日
医
大
通
り
が
刊

m
と
幹
線
道
路
扱

い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
今
は
こ
の
案
は
麗
案
で
し

ょ
う
が
、
現
在
の
環
3
計
師
、
ど
問
じ
性
格
の
道
路
だ

っ
た
こ
と
に
注
目
し
ま
す
。

下
図
は
昭
和
げ
年
の
蓬
莱
町
南
部
域
の
図
に
、
計

画
路
線
を
点
離
で
、
勝
林
中
一
寸
域
を
斜
線
で
、
井
川
家

建
物
部
分
を
太
線
、
現
井
川
ピ
ル
を
黒
く
一
不
し
ま
し

た
。
こ
の
部
分
は
左
上
回
の
よ
う
に
昭
和
村
年
に
供

用
と
な
っ
て
、
摂
津
神
社
裏
門
坂
前
に
較
べ
着
工
に

手
間
取
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
ま
す
。

ま
、
こ
の
部
分
が
莱
町
域
を
け
ず
っ
て
実
現

こ
と

り
ま
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
私
も
そ
の
人
で
し

知
ら
な
い
人
が
大
部
分
で
す
。

を
帝
一
一
日
き
始
め
る
直
前
、
都
庁
で
の
要
務
の
つ

、
都
庁
資
料
室
を
あ
さ
り
、
一
東
京
都
都
市

路
地
図
復
刻
集
平
成

5
年

3

月

設

局

」
カ5



も
の

)
蓬
莱
町
だ
よ
り
日
号
2
頁
・
本
郷
の
寺
院
山

の
な
か
で
、
江
戸
の
境
界
線
「
朱
引
」
の
述
が

り

ま

す

が

、

誤

記

が

あ

る

の

で

、

「

の

ら
し
」
春
出
版
社
の
左
図

し
参
考
供
し
ま
す
。

簡
単
な
説
明
を

婦
人
部
の
赤
十
字
関
連
の
活
動

婦
人
部
長

花
岡
幸
子

人
部
の
赤
十
字
関
連
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

赤
十
字
関
連
の
活
動
は
、
献
血
動
、
養
護
老
人

ホ

i
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
で
す
。

の
献
血
運
動
は
、
五
月
に
東
洋
大
、
七
月
と

月
に
文
化
シ
ヤ
タ
!
で
行
い
ま
す
。
五
月
十
誌
に
、

東
洋
大
学
構
内
で
献
血
運
動
の
お
手
侶
い
(
呼
び
込

み
)
を
行
い
ま
し
た
。
生
憎
の
天
候
で
し
た
が
授
業

の
合
間
を
縫
っ
て
大
勢
の
さ
ん
に
ご
協
力
頂
き

ま
し養
護
老
人
ホ
!
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
大
塚
の
く

す
の
木
の
郷
の
洗
濯
た
た
み
と
、
南
大
塚
の
み
ど
り

の
郷
の
生
け
花
講
習
会
の
お
手
信
い
で
す
。
生
け
花

講
習
会
で
は
、
入
所
の
方
が
数
人
生
け
花
を
習
い
ま

す
。
婦
人
部
、
が
三
人
テ
!
ブ
ル
の
側
に
つ
い
て
お
花

を
取
っ
て
あ
げ
た
り
ハ
サ
ミ
を
お
渡
し
し
た
り
二
時

間
程
入
所
の
方
と
五
い
に
雑
談
し
な
が
ら
ど
の
花
に

し
ま
し
す
か
ア
と
お
尋
ね
し
な
が
ら
集
ま
っ
た
皆
さ

ん
と
ゾ
ニ
諸
に
楽
し
く
お
手
伝
い
致
し
て
居
り
ま
す
。

赤
十
字
関
連
募
金
は
四
月
の
織
の
募
金
、
歳
末
助

け
合
い
募
金
が
あ
り
ま
す
。

婦
人
部
が
多
較
に
わ
た
り
z

亦

仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
関
連
の
ゾ
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158，928 

197，707 

49，387 

313，058 

213，640 

72，399 

41，188 

1，046，307 

盆踊り実行委員会

(
部
長
)

大
熊
敏
幸

(
副
部
長
〉

小
林
晴
彦

猪
熊
良
一

度
揮
秀
樹

三
宕
秀
明

加
藤
美
次

大
西
蔵
晴

官
下
登
士
山

総
務
部

平
成

M
年
度
(
敬
称
略
)

! 

(
蓬
莱
町
だ
よ
り
編
集
委
員
長
)

文
化
部

交
通
部

前
災
部

防
犯
部

婦
人
部

藤
関
芳
江

池
田
秀
男

原
通
夫

瀧
口
逸
策

花
関
幸
子

藤
井
明

雑費

次期繰越金

1，046，307 

費、営遼AU
A
り

A
り

η
i

n
U
ハ
U
n
U
ハ
り

ハH
V

ハH
U

ハU

『υ

同

b
n
u
n
h
U

立
U

ハ
h
u
n
U
Aヨ

η
J

4
ふっ、
υ
1
i
τ
i

清
水
英

藤
関
芳
江

坂
本
禎

中
島
行
雄

小
山
美
弥

平成23年度盆踊り決算報告

収入の部

協賛金(41名)

町会主主騎り助成金 i 

文
京
区
青
少
年
対
策
向
丘
地
区
委
員
会
会
長

向
丘
地
区
青
年
婦
人
連
合
協
議
会

中
島
行
雄

池
田
秀
男

堀
江
藤
明

駒
本
小

避
難
所
運
営
協
議
会
代
表
・
駒
本
小
学
校
地
域
支
援
本
部
担
当

本
城
康
至

@
@
@
 

j奇心⑮

⑮ 
克雄⑮堀口

上記決算書は正確に処理されていることを認めます。

平成24年4月22日 会計監査藍原紀久子⑮

収入の部 支出の部

前期繰越金 2，329，248 総務部費 1，000，000 

町会費 1，400，000 文化部費 300，000 

区助成金等 500，000 婦人部費 250，000 
防災部費 150，000 

祭礼半纏返済金 300，000 防犯部費 100，000 

交通部費 100，000 

祭礼助成金 500，000 

予備費 2，129，248 

計 4.529.248 4.529.248 

850，327 

774 

688 

624 

80，400 

号5，500

総務に含む

300，000 

350，000 

慈楽町会

吾000

jム 561
3， 629， 000円

平成23年度収支決算報告書
自平成 23 年 4fl1S~玉三平成 24 年 3 月 3 1 13 蓬莱町会

収入の部 | 支出の部

前期繰越金 各部支出

50，000 I総務部費
2，401，476 I婦人部費
472，000 

心
一
雄

清

喜

克

上記の通り、平成23年度決算報告を致します。

平成24年4月22白 書T会長大熔

会計

平成24年度予算を上記の通りと致します。
平成24年4月22日 照子会長大畑

会計
堀口

2， 

平成24年度収支予算

自平成24年4刃1日~至平成25年3J'l31日

一O
B
一nud
一ハ
u

m
山
一
弘

5
古川い

山
一
金
4
一期

一
{
毘
比
一行
一
同
氏

問

Fα
兇〆
一友一住一井

計一一一一

000 

34，000 

250，320 

138，310 

72， 



遠
藤
間
田
マ
キ

酒
井
謹
一

伊
藤
三
郎

田
村
実
枝

木
村
統
吉
郎
様

金

子 国
平

十議

79 99 83 

N
E
H凶
悪

内

山

N
a
N
岱

e
M
M

ん司

N
E
M
ω
e
o
 

82 85 98 

N
-
ω
∞露、吋

向
丘
N
a
ω
)吋
a
M
O

長

N
e
N
ω

ム

心
よ
り
ご

り
出
町
し

げ
ま

町
会
一
活
込
動

の

概

要

平
成
お
年
四
月

H
N
¥
ω
 

H
N
¥
]
[
]
{
 

]
{
N
¥
N

。

]
{
¥
印

]に∞

同

九

回

。

山
戸
九
一
円
。

〕「ニー∞
一円

¥
N
C

]
{
¥
N
]
{
 

〕

(
¥
N
N

5
月
ま
で

回、

N
N
ω

M
N
N
品

N
¥

。
N
¥

。
日山

¥
M
N

日
叱
一
円

ω

い
日
¥
一
円
。

N
¥一
戸
。

日山

¥
N
M

日

叱

N
N

い山

¥
N
4

ω
¥
N

。

中
¥
。

h
F
¥
ゆ ト

o 

大
工

日
赤
活
動
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

口

連

合

町

会

新

年

会

向
丘
地
一
色
対
新
年
会

蓬

莱

町

友

の

会

新

年

会
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